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4
月
は
入
学
・
卒
業
・
就
職
・
退

職
等
で
周
り
の
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
時
期
で
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ
た

方
や
そ
の
配
偶
者
の
方
・
引
越
し
を

さ
れ
た
方
等
は
、
国
民
年
金
の
加

入
・
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
手
続
き
は
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

●
平
成　
年
4
月
か
ら
の
国
民
年
金

20

保
険
料
は
月
額
1
4
、
4
1
0
円

で
す
。

・
毎
月
納
付
（
4
月
～
翌
年
3
月
）

1
7
2
、
9
2
0
円
…
そ
の
月
の

保
険
料
は
翌
月
末
日
ま
で
に
納
め

ま
す
。

・
1
年
前
納
（
4
月
～
翌
年
3
月
）

1
6
9
、
8
5
0
円
…
3
、
0
7

0
円
の
割
引
4
月
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

・半
年
前
納
（
4
月
～
9
月
）（　

月
10

～
翌
年
3
月
）
1
7
1
、
5
2
0

円
…
1
年
間
で
1
、
4
0
0
円
お

得
。

4
月
末
日
・　

月
末
日
ま
で
に
納
め

10

ま
す
。

※
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
（
割

引
制
度
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

平
成　

年
度
「
学
生
納
付
特
例
制

19

度
」
の
承
認
を
受
け
た
方
で
平
成　
20

年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
に

は
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
返
送
す
る
事
に
よ
り
、

平
成　

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

20

　
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
か
っ

た
方
や
在
学
す
る
学
校
等
を
変
更
し

た
方
な
ど
は
、
従
来
通
り
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
厚
生
年

金
の
分
割

　

平
成　

年
4
月
以
降
に
離
婚
し
た

20

場
合
、
第
3
号
被
保
険
者
一
方
の
請

求
に
よ
り
平
成　

年
4
月
以
降
の
第

20

3
号
被
保
険
者
に
限
り
、
配
偶
者
の

厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
自

動
的
に
2
分
の
1
に
分
割
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
方
々
4
月
～
5
月

ま
で
の
間
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
き
ま
す
。
必
ず
手
続
き
く
だ

さ
い
。

花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
一

種
で
す
。
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
眼
の

か
ゆ
み
な
ど
、
花
粉
症
の
方
に
と
っ

て
は
憂
鬱
な
季
節
の
到
来
で
す
。

花
粉
症
と
は
？

　

一
口
に
花
粉
症
と
言
っ
て
も
、
そ

の
原
因
と
な
る
花
粉
は
ひ
と
つ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
ご
と
の
植
生
に

も
よ
り
ま
す
が
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

シ
ラ
カ
バ
、
ブ
タ
ク
サ
、
イ
ネ
と
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
花
粉

が
花
粉
症
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
か
、

つ
ま
り
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
病

院
で
検
査
し
て
調
べ
る
事
が
で
き
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
続
い
て
い
る
か

な
ど
問
診
し
、
血
液
検
査
を
す
る
の

が
一
般
的
で
す
。

　

血
液
検
査
で
は
、
様
々
な
花
粉
に

対
す
る
抗
体
（
I
ｇ 
E
抗
体
）
が
体

内
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
ス
ギ
花

粉
に
対
す
る
抗
体
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
が
飛
散
し
て
い
る
ス
ギ
花
粉
に

反
応
し
て
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
症

の
症
状
は
カ
ゼ
症
状
と
似
て
い
る
た

め
見
逃
さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
り
、
ハ

ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー

原
が
症
状
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
あ
や
し
い
と

思
っ
た
ら
病
院
で
検
査
し
て
み
る
事

を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
花
粉
症
対
策

　

花
粉
が
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
身

体
は
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
し
て

様
々
な
働
き
を
し
ま
す
。
く
し
ゃ
み

で
吹
き
飛
ば
し
た
り
、
鼻
水
で
洗
い

流
し
た
り
、
花
粉
の
侵
入
を
防
ご
う

と
鼻
づ
ま
り
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

身
体
は
花
粉
と
闘
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら

の
症
状
が
出
る
の
は
辛
い
も
の
。
な

る
べ
く
花
粉
を
直
接
浴
び
な
い
事
や

体
調
を
整
え
る
事
と
同
時
に
、
症
状

を
ひ
ど
く
す
る
条
件
を
知
っ
て
お
く

の
も
重
要
で
す
。

①
症
状
が
出
や
す
く
な
る
時
間
帯
や

気
候
の
変
化
は
？

・
お
昼
頃
～
夕
方
（
花
粉
が
舞
い
上

が
り
や
す
く
、
夕
方
花
粉
が
地
面

に
下
り
て
き
ま
す
）

・
風
が
強
く
空
気
が
乾
燥
（
花
粉
が

風
に
乗
っ
て
飛
び
や
す
く
な
り
ま

す
）

・晴
れ
て
気
温
が
高
い（
開
花
の
促
進
、

上
昇
気
流
が
花
粉
を
舞
い
上
が
ら

せ
ま
す
）

②
対
策
グ
ッ
ズ
を
効
果
的
に
利
用
し

よ
う

・
マ
ス
ク
（
立
体
型
や
平
面
型
、
不

繊
布
タ
イ
プ
や
ガ
ー
ゼ
タ
イ
プ
な

ど
、
肌
や
好
み
で
選
べ
ま
す
）

・
メ
ガ
ネ
（
ゴ
ー
グ
ル
の
よ
う
な
、

眼
の
周
囲
を
覆
う
タ
イ
プ
が
よ
り

進
入
を
防
げ
ま
す
）

・
目
薬
、
洗
眼
液
、
点
鼻
薬
、
鼻
洗

浄
機
（
病
院
や
薬
局
に
て
相
談
の

上
選
び
ま
し
ょ
う
）

・
粘
着
ロ
ー
ラ
ー
、
衣
類
ス
プ
レ
ー
、

空
気
洗
浄
剤
（
花
粉
の
室
内
へ
の

持
込
を
防
げ
ま
す
）

③
忙
し
い
人
の
た
め
の
簡
単
掃
除
術

は
？

・
掃
除
は
室
内
の
花
粉
が
落
ち
着
い

て
い
る
朝
一
番
か
帰
宅
直
後

・
簡
単
で
い
い
の
で
で
き
る
だ
け
毎

日
掃
除
す
る
。
手
軽
な
ハ
ン
デ
ィ

タ
イ
プ
や
使
い
捨
て
の
ワ
イ
パ
ー

や
粘
着
ロ
ー
ラ
ー
を
手
元
に
お
い

て
お
く
、
掃
除
機
を
出
し
て
お
く

・
整
理
整
頓
で
、
掃
除
し
や
す
い
部

屋
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

保健師だより

花粉症対策は
万全ですか？

電話 0994-22-3044本庁保健福祉課
（衛生チーム）

ねんきんだより

国民年金の手続は
お済みですか？

電話 0994-22-3042本庁住民税務課
電話 0994-25-2511支所住民生活課
電話 0994-42-5121鹿屋社会保険事務所


